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表紙及び裏表紙の図画は、平成 21 年度「みんなで描こう未来の北上市」絵画募集にご応募いただき、

最優秀賞及び優秀賞に輝いた作品です。

◆最優秀賞 

「えがおの北上市」　　

江釣子小学校　３年　平
ひ ら の

野　麻
ま り ん

鈴さん　〔表　　　紙〕
◆優秀賞 

「こんな街だったらいいな北上市」　　　

黒沢尻北小学校　６年　加
か と う

藤　　唯
ゆい

さん　〔裏表紙左上〕

「笑顔と夢いっぱい　未来の北上市」

黒沢尻北小学校　３年　鈴
す ず き

木　楓
ふ う か

夏さん　〔裏表紙右下〕

※　学校名・学年は作品応募時のものです
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ごあいさつ

　私たちのまち北上市は、北上川や和賀川の清らかな悠久の流れと奥羽山脈や北上高地の豊かな緑に囲ま

れ、この豊かな自然の恵みを命の源としながら、先人たちが永い歴史の中で育み、現代に引き継いできた

自然環境と調和のとれたまちです。

　現代に生きる私たちもまた、水清く緑あふれる環境を守り育て、豊かな自然と産業が調和した魅力あふ

れる北上市を、将来の世代に引き継いでいく責務を有しています。

　しかしながら、長期化する日本経済の低迷、全国的な人口減少・少子高齢社会の到来、地球温暖化をは

じめとした深刻化する環境問題のほか、中心市街地のにぎわいの喪失やひっ迫する財政状況など、自治体

は多くの課題を抱えており、今まさに厳しい局面を迎えていると言えます。

　こうした課題を乗り越え、北上市が将来にわたって持続的に発展していくためには、市民・事業者・行

政がまちづくりの課題やビジョンを共有し、適切な役割分担と連携のもと、協働で施策を推進していく視

点が、今後一層必要とされてきます。

　このため、本計画の策定にあたっては、「自分たちのまちは自分たちの手で創りあげていく」という姿

勢のもと、公募等による市民を中心としたきたかみ未来創造会議を立ち上げ、基本構想の策定段階から市

民参画を図り、20 回に及ぶ会議を重ね、協働による計画づくりを進めて参りました。

　まちづくりの主役は一人ひとりの北上市民です。私たち一人ひとりが北上市への誇りと愛着を持ち、互

いの知恵と力を出し合いながら、みなさんの思いの詰まったこの計画を着実に推進し、笑顔咲きほこるま

ちを共に創りあげていくため、市政に対する皆さまの一層のご理解とご協力をお願い申し上げます。

　結びに、本計画の策定にあたり、貴重なご意見、ご提言をいただきました市民の皆さまをはじめ、関係

各位に対しまして、心から感謝申し上げます。

　平成 23 年 6 月

北上市長
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総合計画について

■ 策定の趣旨
　北上市は、平成３（1991）年の３市町村合併を契機に、新市の総合発展計画を策定し、これに基づい
て目指す将来目標の実現のためにさまざまな取り組みを進め、現在の礎

いしずえ

を築いてきました。その後、分
権型社会の到来等も相まって、地方自治の原点として、市の自主性、主体性を起点とした取り組み方が
重要となってきたことから、平成 13（2001）年３月策定の北上市総合計画（計画期間：平成 13（2001）
年度～平成 22（2010）年度／以下「前計画」という。）において、市民参画による計画づくりを進める
とともに、基本計画に地域住民自らが策定した地域計画を盛り込むなど、まちづくりの推進体制として「協
働」を位置づけ、市政運営を進めてきました。
　一方、この間、人口減少や少子高齢化の進行、地球温暖化の進行と環境に対する意識の高まり、社会
経済のグローバル化や高度情報化のさらなる進展とその中で生じた世界同時不況（平成 20（2009）年）、
また、価値観やライフスタイルの多様化、市民の市政への関心（参加・協働）の高まり、地方分権の進
展と財政緊縮における効率的な行財政運営など、社会経済の時代環境は大きく変化してきており、様々
な施策領域において新たな課題が生じてきています。
　これらの状況を踏まえつつ、北上市が持続的な発展を図るためには、長期的な将来展望に立った行政
施策を総合的・体系的に展開することが求められています。また、地方分権の時代を迎え、市は市民に
最も身近な基礎自治体として、自らの判断と責任のもと、持続可能な地域社会の確立を目指していくこ
とが重要となってきていることから、北上市の進むべき方向性を示す羅針盤として、分権型社会に対応
した実現性ある新たな総合計画を策定する必要があります。
　また、前計画は、その計画期間の終期を迎え、さらには、策定時の時代的な背景を受け計画の内容等
において右肩上がりの傾向をもつ面が含まれていることから、時代の変化に適応した市政運営を図る規
範として、新たな総合計画を策定することとしました。

■ 計画の構成と期間
　この総合計画は、平成 23（2011）年
度～平成 32（2020）年度の 10 年間のま
ちづくりの考え方を示す「基本構想」と、
前・後期それぞれ 5 年間の具体的施策や
事業内容を示した「基本計画」、さらに毎
年度実施する具体的事業を示した「実施
計画」から成ります。
◆ 基本構想

　基本構想は地方自治法第 2 条第 4 項
に規定するもので、まちづくりの将来
目標とその実現のための基本方向（市
政運営の施策の大綱）を明らかにした
ものです。その期間は平成 23（2011）
年度からの 10 年間とします。

◆ 基本計画
　基本計画は、基本構想に掲げた将来目標を実現するため、福祉・教育・文化・環境・産業など、分
野ごとの現状と課題を分析し、課題解決に向け必要な基本的施策を示したものです。社会経済情勢の
変化に的確かつ柔軟に対応し、実現性ある計画とするため、計画期間は前・後期それぞれ 5 年間とし
ます。後期計画は前期計画の進捗状況や評価結果により見直しを図り、策定します。
　※北上市を構成する 16 地域で策定される「地域計画」は基本計画に位置づけられます。

◆ 実施計画
　実施計画は、基本計画で示された施策を展開するため、具体的な事業を示したものです。
　毎年度の予算編成方針及び事業実施の指針となるもので、3 年間を計画期間としながら、行政評価
制度による進行管理とあわせ、毎年度見直しを行い、計画の具体化を図ります。
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基 本 構 想

まちづくりの基本理念

自ら創造し、いきいきと支えあい、笑顔咲きほこるまち

　まちづくりの主役は一人ひとりの北上市民です。まちづくりの原動力となるのは市民や地域からの発想
であり、まちづくりを実現していくのは市民や地域の熱意と行動力にほかなりません。私たち一人ひとり
がこのまちへの誇りと愛着を持ち、未来を見据えた共通の目標を掲げることで、住みよいまち、理想のま
ちづくりへの道が開けてきます。
　私たちの願いは、すべての市民が笑顔で日々の暮らしを送り、“ しあわせ ” を感じ、安全・安心と豊か
さを感じられるまちを築き上げることです。そこでは、子どもからお年寄りまで、誰もが心あたたかく暮
らし、桜の花が満開に咲きほこるように、まち全体に喜びが満ちています。

将来の都市像

豊かな自然と先端技術が調和した
魅力あふれるまち

　北上市は、奥羽山脈と北上高地が相対し、北上川と和賀川が合流する地域に平野が広がり、美しい自然
や肥沃な農地に恵まれ、この豊かな自然特性を活かし、私たちの先人によって歴史と文化が育まれ、都市
と自然環境の調和のとれたまちづくりや、農業と工業をはじめとした産業間のバランスのとれた振興が図
られてきました。
　これまでの調和のとれたまちづくりをさらに推し進めるとともに、人口減少・少子高齢社会の進行や厳
しい財政状況といった環境の変化を踏まえ、人口増加を前提とした拡大基調のまちづくりの方向を見直
し、既存ストックや地域資源の有効活用を図りながら、市民・企業・行政の有機的な連携と協働のもと、
将来にわたって持続可能となるまちづくりに取り組みます。そして、市民一人ひとりが心豊かで未来に希
望の持てる暮らしを実現することが、北上市の目指すべき将来の都市像と考えます。

コラム

北上市の将来の人口
　国立社会保障・人口問題研究所が平成 20

（2008）年 12 月に公表した北上市の人口推計
で は、 平 成 22（2010） 年 に 95,399 人、 そ
の後は減少に転じ、平成 32（2020）年には、
94,260 人になると推計されています。
　本計画期間において、人口減少とともに高
齢化の進行が予想されていますが、将来像の
実現に向け、子育て支援等の拡充や生活環境
の充実、また、産業振興や雇用対策、地域資源の活用による北上市の魅力の発信、創造など、各
分野における施策の積極的な取り組みにより、人口維持を図ることとし、本計画の目標年次（平
成 32（2020）年）の人口目標を、95,000 人とします。
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■ 施策の体系
　「将来の都市像」を実現していくために、政策の基本目標に沿って以下の施策を推進します。

基本目標１
子育てと医療・福祉の充実した
　　　　　　　明るく健やかなまちづくり
　誰もがいきいきと暮らす地域社会の実現を目指し、子育て支援の充実を図
るとともに、高齢者や障がい者などが積極的に社会参加できる環境、安心し
て仕事できる環境の整備を進めます。また、すべての市民が健康に暮らせる
よう、生活習慣病予防などの地域保健に取り組むとともに、高度医療機能を
核として医療機関が役割を分担する地域医療体制の拡充に努め、保健・医療・
福祉などの関連分野、関係機関の連携による地域福祉の充実を図ります。

基本目標2

生きる力を育み、文化が躍動するまちづくり
　生きる力を支える「知・徳・体」を備えた人間形成を目指す学校教育の充
実を図るとともに、ライフステージに応じた学習や、誰もが気軽にスポーツ
に親しむ環境と機会の拡充を図ります。また、地域の歴史や文化を大切にし、
文化財や民俗芸能など先人がつくり上げてきた財産の保存と次世代への継承
を図るとともに、芸術文化活動を促進する環境と機会の充実を図ります。

基本目標3

ひと・技・資源を組合せ活気うまれるまちづくり
　地域社会の持続的な発展を目指し、足腰の強い地域産業構造の構築と雇用
の創出を図ります。このため、多様な技術が集積している優位性を活かした
工業振興、地域特性に応じた商業振興、地域資源を活用した観光や特産品の
開発、魅力ある農林業の確立などバランス良い振興を図るとともに、産業間
連携を促進し活気あるまちを築いていきます。また、各産業ともに関係機関
等との連携を図り、地域産業を担う人材の育成に努めます。

基本目標4

美しい環境と心を守り育てるまちづくり
　豊かな自然環境を守り育て、次世代につなげていくため、地球環境への配
慮や、環境教育の充実、ごみの発生抑制と減量化、資源リサイクルなどの普
及を図り、低炭素社会、循環型社会の形成を目指します。また、交通事故や
犯罪、自然災害や火災などへの対策を進め、誰もが安全に安心して暮らすこ
とができるまちづくりを推進します。

基本目標5

誰もが快適に暮らし続けられるまちづくり
　自然環境の保全と都市化のバランスがとれたまちづくりを目指し、快適な
住環境の形成やユニバーサルデザインによる環境整備など、市民の多様な暮
らしを支え、年齢や性別、国籍を問わず、誰もが快適に暮らし続けられるま
ちづくりを推進します。また、道路や情報ネットワーク、地域内公共交通の
充実を図るほか、地域資源を活用した美しい景観づくりなど、市民との協働
による取り組みを進めます。

基本目標6 　　　　　　　　　　　〔まちづくりの推進体制〕

市民が主役となり企業や行政と
　　　　　　　　　協働するまちづくり
　まちづくりの基本理念のもと、「自分たちのまちは自分たちが創る」とい
う自治の確立を目指し、市民や企業と行政が互いの役割を果たしながら、相
互に連携する協働のまちづくりを推進します。また、市民参画によるまちづ
くりを基本に、情報公開の推進や市民への責任ある説明など市民と情報の共
有を図り、透明性の高い開かれた行政を進めるとともに、効果的・効率的な
行財政運営を図るため、選択と集中により、限られた財源で最大限の効果を
あげるよう行財政改革を進めます。

２-１ 学校教育の充実・家庭や地域の教育力の向上

２-２ 社会教育の充実

２-３ スポーツの振興

２-４ 芸術文化の振興・国際交流の推進

３-１ 産業間連携の促進

３-２ 活気ある商工業と観光の振興

３-３ 魅力ある農林業の振興

３-４ 地域産業を担う人づくりと雇用環境の向上

５-１ 快適な居住環境の形成

５-２ 暮らしを支える上下水道の充実

５-３ 道路・情報ネットワークの充実

５-４ みんなで支える公共交通体系の構築

５-５ 総合的・計画的な土地利用

６-１ 市民主体によるまちづくりの推進

６-２ 魅力ある地域づくりの推進

６-３ 市民・企業と行政の協働体制の構築

６-４ 信頼ある開かれた行政の推進

６-５ 効果的な行政運営と強固な財政基盤の構築

６-６ 広域行政の推進

４-１ 地球環境保全の推進

４-２ 資源循環型社会の形成

４-３ 安全・安心な地域社会の構築

１-１ 子育て環境の充実

１-２ 高齢者や障がい者などの自立した生活への支援

１-３ 健康づくりの推進と地域医療の充実

１-４ 共に支えあう地域福祉の推進
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基 本 計 画

■ 市民と一体となった取り組みの推進
　基本計画の推進に当たっては、市がこの計画に基づき施策を展開していくことはもとより、基本構
想に掲げた「まちづくりの基本理念」の考え方を踏まえ、「自分たちのまちは自分たちで創りあげてい
く」という主体性と自主性を持ち “ 自ら創造する ” という姿勢のもと、市民、企業、行政が共に手を
携え合い役割分担しながら、総力を結集していくことが重要です。
地方分権が進展する中で、市民の皆さんには、自治体の主権者として市政運営により一層参画いただ
くとともに、市民・企業・NPO など多様な主体が問題意識や地域課題などを共有しながら、それぞれ
の役割に応じて、まちづくりを担っていく仕組みづくりを進めていきます。
このような取り組みを通じて、各施策項目に示した「役割の意識」や「私たちにできること（まちづ
くりの担い手としての取り組み）」を意識しながら、市民の皆さんと計画内容を共有し、連携と協働を
もとに、一体となって取り組んでいきます。

■ 計画の進行管理
　厳しい財政状況の中で、可能な限り財源の確保に努めつつ、計画の実効性を高めていくためには、
評価を通じて、次に実施する施策を見直していくことが重要です。このため、計画の進行管理に当たっ
ては、成果指標の達成度を重視するとともに、行政経営のマネジメントサイクルを確実に機能させる
ことによって、計画の着実な推進を図ります。

（単位：人）

（単位：世帯数）

人口 世帯数

人
口

世
帯
数

100,000

40,000

30,000

20,000

10,000

0

80,000

60,000

40,000

20,000

昭和45年 昭和50年 昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年
0

16,642 18,792 21,251 22,820 24,608

33,623
28,247

31,023

68,074 71,383
76,633 80,248 82,902

87,969 91,501 94,321

分類不能
371人
（0.8％）

第1次産業
4,162人
（8.6％）

第2次産業
18,595人
（38.3％）

第3次産業
25,367人
（52.3％）

産業3分類別就業者

産業別就業者数の割合　（％）
一次 二次 三次

盛
岡
市

花
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市
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上
市

奥
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市
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市
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市
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前
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市

釜
石
市

久
慈
市

二
戸
市

八
幡
平
市

4.2
15.5

8.6

38.3

18.6
27.9

15.8
23.4

10.6 11.5

29.5

58.9

16.4
8.4 12.0

28.9

58.7

20.8
27.6
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25.2
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47.9

30.3

61.1

31.7
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29.1
25.2
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32.4
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サイクルの確立

「自ら創造し・・」
みんなで行動して
いくまちづくり

市民と共有する成果指標
評価、指標の見直し
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市民参画

多様な主体が
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担い手となる
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マネジメントサイクルのイメージ図
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政策の基本目標１
 子育てと医療・福祉の充実した明るく健やかなまちづくり

　基本施策 1-1 子育て環境の充実

　基本施策 1-2 高齢者や障害者などの自立した生活への支援

基本方針 
　子育ては社会全体で支えていくことが必要です。人口減少・少子高齢化が進行する状況の下、市民が
安心して子どもを産み育てられる環境の整備に向けて、家庭の役割や地域の中での支えあいを基本にし
ながら、幅広い視野に立った子育て支援を推進します。

施策の展開

施策の展開
主な取り組み

市 市民（地域・市民団体等含む） 企業（事業所、生産者等含む）

①子育てと仕事の両立の支援 家庭生活と仕事が両立できる
職場環境づくりの促進

父親、母親が協力し、支えあう
子育て

働きながら子育てしやすい職場
環境の整備

②子育て家庭等への支援 私立幼稚園就園への支援など
経済的負担の軽減 子育て支援に関する情報提供 子育て中の親が集まり活動でき

る場の提供、確保

③地域における子育て支援の
推進

地域子育て支援センターの充
実

子どもと一緒に地域活動に積極
的に参加

子育て中の親が集まり活動でき
る場の提供、確保

④幼稚園と保育園が連携した
子育て環境の整備

幼保連携と小学校への円滑な
接続の推進 園庭整備などへの参加と協力 幼保一体化などの施設運営や子

育て支援の取り組み

⑤保護や支援を要する児童への
きめ細かな取り組みの推進

幼稚園等での障がい児の受け
入れ態勢の充実

地域での障がい児の育成支援、
家庭生活の支援 障がい児療育体制の整備

⑥母子の健康の確保及び増進 健康診査や予防接種の促進に
よる母子の健康管理支援

妊婦健康診査等の積極的な受診
による母子の健康保持

育児休暇制度の充実など母子の
健康に配慮した職場づくり

主な成果指標
項　 目 現状値（H21.3） 中間目標値（H25） 目標値（H27）

保育園の待機児童数 68 人 0 人 0 人
妊婦健診率 76.2％（H22.3） 78.0％ 78.5％

基本方針 
　自助・共助・公助の考え方のもと、高齢者や障がい者などの方々が住み慣れた地域で安心して、自立
した生活が送れるための支援や社会保障制度の適正な運営を図り、暮らしやすい環境づくりに努めます。

施策の展開

施策の展開
主な取り組み

市 市民（地域・市民団体等含む） 企業（事業所、生産者等含む）

①介護予防の推進と介護サー
ビスの充実

地域包括支援センターを中心
とした介護予防事業の展開

介護を必要としない健康的な生
活への心がけ

ニーズに応じた介護サービスの
提供と質の向上

②高齢者が活躍できる場の確
保

老人クラブ活動の支援などによ
る生きがいづくりの場の提供

ボランティア活動や老人クラブ
活動等への参加

高齢者の能力や技術を生かした
仕事、活動の場の確保

③高齢者への生活支援の充実 緊急通報装置の設置や寝具の
洗濯サービスなどの支援

見守り活動などを通じた高齢者
の生活支援

高齢者が必要とするサービス提
供への協力

④障がい者の社会参加と自立
への支援

文化、スポーツ等の事業を通
じた社会参加の促進

ボランティアや見守り活動など
を通じた支援

障がい者の雇用と就労しやすい
職場づくり

⑤生活困窮者への支援 就労支援プログラムによる被
保護者の自立、就業支援 自立した生活の維持と向上 行政と連携した生活困窮者の就

業支援

主な成果指標
項　 目 現状値（H21.3） 中間目標値（H25） 目標値（H27）

介護サービスに満足している高齢者の割合 65.2％ 68.6％ 70.0％
生きがいをもっている高齢者の割合 90.1％ 90.0％ 90.0％



7

　基本施策 １-3 健康づくりの推進と地域医療の充実

　基本施策 1-4 共に支えあう地域福祉の推進

基本方針 
　すべての市民が健康に暮らせるよう、地域の自主的な保健活動を推進するとともに、高度医療機関を
核として医療機関が役割を分担する地域医療体制の充実を図ります。
　また、市民の安心な暮らしを支える医療制度を安定かつ継続して運営できるよう、特定健診・特定保
健指導の実施により生活習慣病を予防し、医療費の抑制を図るとともに、安定した財源の確保を進め、
安心して医療が受けられる環境を整備します。
施策の展開

施策の展開
主な取り組み

市 市民（地域・市民団体等含む） 企業（事業所、生産者等含む）

①地域医療の充実 救急医療や周産期医療、小児
医療等の充実

自分や家族の健康状態を把握し、
かかりつけ医を持つ

中核病院と診療所（開業医）の
病診連携（医療機関の連携）の
推進

②病気の予防、早期発見、早
期治療の推進

各種検（健）診の充実と受診
啓発

予防意識を高め、健康診断、検
診を積極的に受診

従業員の定期的な健康診断、検
診の確実な実施

③市民の健康づくりの推進 「保健だより」やホームページ
等による情報提供

バランスのとれた食生活、適度
な運動の実施

職場における心身の健康の維持
増進

④国民健康保険制度の安定運
営

疾病の早期発見・予防による
医療費の抑制 自主的な健康管理 医療機関による医療制度の円滑、

効率的運用

主な成果指標
項　 目 現状値（H21.3） 中間目標値（H25） 目標値（H27）

人口あたりの医師・歯科医師数 202.3 人 /10 万人 205 人 /10 万人 210 人 /10 万人
地域医療が充実していると思う市民の割合 48％ 50％ 55％

基本方針 
　地域が一体となって支えあう地域福祉の推進に向け、行政や地域の適切な役割分担のもと、関係機関
と連携しネットワークの構築を図るとともに、地域福祉を担う人材育成や市民参加による福祉活動の支
援に努め、だれもが安心して生活できる地域社会の形成を目指します。

施策の展開

施策の展開
主な取り組み

市 市民（地域・市民団体等含む） 企業（事業所、生産者等含む）

① 地域で支えあう福祉サービ
スの仕組みづくり

民生委員などとの連携・協働
による地域福祉活動の推進

自治会組織などでの見守り活動
の取り組み

地域との連携交流を促進し、見
守り活動等へ協力

② 地域福祉を担う人材の育成 ボランティアなどの育成と市
民参加による地域福祉の推進

積極的なボランティア活動の実
践

従業員に対するボランティア意
識の啓発

主な成果指標
項　 目 現状値（H21.3） 中間目標値（H25） 目標値（H27）

福祉協力員の活動数 108,933 件 113,000 件 115,000 件
福祉ボランティアとして携わる人の数 256 人 310 人 330 人
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政策の基本目標 2
 生きる力を育み、文化が躍動するまちづくり

　基本施策 2-1 学校教育の充実・家庭や地域の教育力の向上

　基本施策 2-2 社会教育の充実

基本方針 
　すべての児童生徒に、変化の激しい社会に適応する「生きる力」を育むために、北上市の歴史、文化、
自然、産業及び人材を活用しながら、学校、家庭、地域が一体となって「確かな学力」、「豊かな心」、「健
やかな体」を培う教育を進めます。
　少子化の進展による人口減少が進行する状況の下、児童生徒が安心して教育を受けられる環境の整備
に向け、将来を見据えた市立学校の学校適正規模、適正配置について検討を加えながら、ハード・ソフ
ト両面から教育環境の充実を図ります。

施策の展開

施策の展開
主な取り組み

市 市民（地域・市民団体等含む） 企業（事業所、生産者等含む）

① 知・徳・体を育む 人間的なふれあいや信頼関係
に基づいた生徒指導の推進

学校運営への参加、PTA の学校
教育全体への協力

各産業の専門性を活かし関連す
る「総合教育」への協力

② 児童生徒への支援 奨学資金の貸与や、スクール
バス、通園バスの運行

児童生徒に平等な教育の機会の
確保

教育の機会確保に向けたさまざ
まな支援

③ 学校・家庭・地域が連携し
た教育の充実

学校評議員の活用と学校評価
制度の確立

学校行事や子ども会などの地域
活動への積極的な参加 実践教育の場の提供

④ 教育環境の整備 学校施設の整備等による学校
教育環境の充実

地域による環境整備作業への参
加・協力

企業が保有する施設の教育目的
活動への適宜提供

主な成果指標
項　 目 現状値（H21.3） 中間目標値（H25） 目標値（H27）

高校卒業後の進路（大学等進学率） 35.1％ 38.0％ 40.0％
小学生向けものづくり人材育成事業
受講者数 1,135 人 1,200 人 1,250 人

基本方針 
　市民のだれもが、いつでも、どこでも生涯にわたって学ぶことができるように、生涯学習の環境づく
りに努めるとともに、学校、家庭及び地域住民等の相互の連携や相談体制の充実を図り、家庭教育を支
援するなど、魅力ある地域づくりや実生活の向上に向けた社会教育を推進します。

施策の展開

施策の展開
主な取り組み

市 市民（地域・市民団体等含む） 企業（事業所、生産者等含む）

① 生涯を通じた学習機会の充実 社会教育施設、企業等と連携
した学習機会の拡充 地域で市民が学ぶ場の確保 所有する施設を生涯学習の場と

して積極的に提供

② いきいきとした地域社会を
つくる社会教育の推進

市民ニーズや地域課題を反映
した学習機会の提供

地域による保護者、子どもが交
流し、学ぶ場の創出

地域と連携した活動を進めるた
め、自治会などの計画作成へ参
画

③ 社会教育機能の充実 社会教育施設の効果・効率的
運営

広がりのある施設活用などの提
案

所有する施設の社会教育活動へ
活用

主な成果指標
項　 目 現状値（H21.3） 中間目標値（H25） 目標値（H27）

交流センター生涯学習事業参加者数 67,709 人 69,000 人 70,000 人
生涯学習まちづくり出前講座参加者数 9,227 人 9,400 人 9,500 人
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　基本施策 2-3 スポーツの振興

　基本施策 2-4 芸術文化の振興・国際交流の推進

基本方針 
　健康の保持・増進、体力の向上、心の健康づくり、競技力の向上を推進するため、だれもが気軽にス
ポーツに親しむ機会や環境の充実を図るとともに、全国規模の大会誘致に取り組みます。

施策の展開

施策の展開
主な取り組み

市 市民（地域・市民団体等含む） 企業（事業所、生産者等含む）

①スポーツを通した健康づくり 各種スポーツ教室の情報提供 スポーツ交流を通じた健康づく
り

保有する体育施設の市民への開
放

②競技力向上への支援 選手の育成強化や競技協会の
育成 地域による体育行事の取り組み スポーツ選手への時間、資金、

目標達成等の支援

③スポーツ環境の整備・充実 体育施設の計画的な整備改修、
維持管理

身近な体育施設の環境整備など
への参加・協力

スポーツ環境の充実に向けた整
備支援

主な成果指標
項　 目 現状値（H21.3） 中間目標値（H25） 目標値（H27）

週 1 回以上スポーツ・運動を行って
いる人の割合（市民意識調査） － 50％以上 50％以上

体育施設の利用者数 492,075 人 510,000 人 540,000 人

基本方針 
　市民が生涯を通じて、地域の特色ある芸術文化に気軽にふれあう機会を充実させるとともに、地域の
歴史文化を大切にし、文化財や民俗芸能など先人がつくり上げてきた財産の保存と次世代への継承を図
り、自分の住んでいるまちに誇りと愛着を持てる環境の整備を進めます。
　また、国際理解を深めるため、在住外国人が暮らしやすい環境づくりに努めるとともに、国際感覚豊
かな人材を育成するなど、多様な国際交流の機会を創出します。

施策の展開

施策の展開
主な取り組み

市 市民（地域・市民団体等含む） 企業（事業所、生産者等含む）

①芸術文化活動の推進 芸術活動などの成果を発表す
る機会と場の提供

関係する団体同士が連携を深め、
活動の輪を拡大

地域行事、祭り、文化活動など
への理解

②ふるさとの文化財と伝統文
化の継承

地域の歴史や伝統文化に親し
む機会の充実

芸能団体等において次世代を担
う後継者の育成

地域の祭り等への参加、資金面
での支援などの協力

③国際化に対応したまちづく
りの推進

外国人語学指導助手の招致な
ど、国際理解教育の推進

子どもたちへの外国文化生活を
知る機会の提供

企業活動を通じて国際化社会に
対応した人材を育成

主な成果指標
項　 目 現状値（H21.3） 中間目標値（H25） 目標値（H27）

市民芸術祭の参加者数（出演者、出品数等） 5,797 人 6,800 人 7,000 人
学校教育における国際理解教育日数（小 /
中学校） 175/147 350/180 350/200
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政策の基本目標 3
 ひと・技・資源を組合せ活気うまれるまちづくり

　基本施策 3-1 産業間連携の促進

　基本施策 3-2 活気ある商工業と観光の振興

基本方針 
　地域内経済の循環による相乗効果を引き出し、産業おこしの展開や地域ブランドなど新たな魅力の創
出を図るため、農林業や商工業、観光など地域の特色ある資源を活かした産業間の連携を促進し、農商
工のバランスのとれた地域産業の持続的な活性化と自立的な発展を図ります。

施策の展開

施策の展開
主な取り組み

市 市民（地域・市民団体等含む） 企業（事業所、生産者等含む）

次世代につながる産業間連携
の促進

異業種グループ及び他地域産
業グループとの交流等の推進

地域資産を利活用したものなど
地元企業の製品を使う

人材、地域資源等を活かした商
品、製品の開発

主な成果指標
項　 目 現状値（H21.3） 中間目標値（H25） 目標値（H27）

産業高度化支援による新規事業等創出件
数 1 件 5 件 10 件

農楽工楽クラブ加盟数 33 社 50 社 55 社

基本方針 
　北東北の交通の要衝としての特性を最大限に活かし、物流拠点としての機能強化を図るとともに、新
エネルギー関連産業を含め幅広い産業分野における企業誘致を進め、バランスのとれた産業構造の構築
を目指します。
　豊かな自然や温泉、歴史、文化など多様な資源を活用し、広域的連携による滞在型観光に取り組むと
ともに、地域色を活かしたイベントによる賑わいづくりや、産業観光など魅力ある新たな観光の展開を
図ります。

施策の展開

施策の展開
主な取り組み

市 市民（地域・市民団体等含む） 企業（事業所、生産者等含む）

①技術力・経営力強化への支援 大学等との共同開発など産学
連携による技術開発の支援

付加価値をふまえて製品や商品
を購入、消費

地域資源を利活用したものを開
発し、販売

②足腰の強い地域産業構造の
構築

環境関連企業など発達の期待
できる分野の企業誘致

北上の強みを知り、良さを広め
る

トレンドに左右されない地域資
源を活かした独自性の確保

③活気ある商工業の振興 地域の消費購買力を高める取
り組みを支援

地域商店街でのまち歩き、購買
を心がける

安全安心な商品の提供など消費
者ニーズに合わせた経営

④地域資源を活かした観光の
振興

北上らしい魅力を活かした観
光地づくりの推進

地元の良さ（景観、食、産業など）
を積極的に紹介

観光商品、体験観光メニューの
開発、受け入れ体制の整備

主な成果指標
項　 目 現状値（H21.3） 中間目標値（H25） 目標値（H27）

誘致企業の数 191 社 203 社 210 社
年間観光客数 1,629 千人 1,873 千人 1,957 千人

きたかみ
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　基本施策 3-3 魅力ある農林業の振興

　基本施策 ３-4 地域産業を担う人づくりと雇用環境の向上

基本方針 
　農林業は食料生産や国土・環境保全など多面的機能を発揮する重要な産業です。北上市の基幹産業と
して、農林業者が誇りを持って働くことができる魅力的な農業の確立と森づくりを目指し、農林業生産
の効率化を進め生産性の向上を図るとともに、農地・森林等経営資源の有効活用を促進します。

施策の展開

施策の展開
主な取り組み

市 市民（地域・市民団体等含む） 企業（事業所、生産者等含む）

①農業の生産性向上 水田の大区画化など農業生産
基盤の整備促進 地場産品の積極的な消費 効率性や農産物品質の向上、新

技術の積極的な活用

②農産品の高付加価値化と新
たな流通の開拓

二子さといもなど、特産品の
付加価値の向上

贈り物などを通じた地元農産物
の PR

地元農産物を使った商品開発等
による消費拡大

③地産地消の推進 地元食材の使用を促進する供
給体制の構築

地産地消の意味（大切さ）を認
識

地元農家とタイアップした事業
展開

④環境保全型農業の推進 耕畜連携による地域循環型の
環境保全型農業の推進

環境保全に配慮している農業者
への評価 環境保全と生産性の両立

⑤魅力あふれる農山村の確立 都市住民との交流や定住の促
進による地域の活性化

里山や農村環境の整備、遊休農
地の有効利用

グリーンツーリズムなど地域と
連携した観光の取り組み

⑥森林資源の保全と多様な価
値の活用

林業生産の基盤となる林道、
作業道の整備促進

森林の持つ多様な価値の認識と
植林などの保全活動への参加

地元産木材、林産物の製品化・
商品化への取り組み

主な成果指標
項　 目 現状値（H21.3） 中間目標値（H25） 目標値（H27）

地場産品利用率（学校給食） 26.1％ 35％ 40％
森林面積 25,010ha（H20.3） 25,010ha 25,010ha

基本方針 
　農林業や商工業、観光など地域の特色ある産業が連携し、相乗効果を発揮しながらバランスの良い振
興を図るため、関連団体等との連携を強化し、地域産業を担う人材の育成に努めるとともに、働きやす
い良好な就労環境の整備を促進します。

施策の展開

施策の展開
主な取り組み

市 市民（地域・市民団体等含む） 企業（事業所、生産者等含む）

①雇用環境の向上 雇用環境の変化の応じた的確
な事業の展開

コミュニティビジネスなどの実
施による雇用創出

ワークシェアリングなど雇用を
生み出す取り組みの推進

②ものづくり人材の育成 高度三次元技術者の育成 地域でのものづくり体験等の機
会創出 研修等自己研さんの場の確保

③勤労者の福利厚生の充実 社団法人北上地区勤労者福祉
サービスセンターの運営支援

地元企業が行う社員向け福利厚
生イベントへの協力

従業員が健康に働けるよう福利
厚生事業を実施

④農林業の担い手等人材の育
成支援

農業者表彰等を実施し、経営
のレベルアップを支援

地産地消を心がけ、農業の良さ
を知る

農業の組織化、農業の集積化に
よる持続できる農業環境の整備

主な成果指標
項　 目 現状値（H21.3） 中間目標値（H25） 目標値（H27）

ものづくり人材育成事業の受講者数 小中学生向け 1,135 人
在職者向け    712 人

1,200 人
780 人

1,250 人
850 人

認定農業者数 515 人 550 人 560 人
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政策の基本目標 4
 美しい環境と心を守り育てるまちづくり

　基本施策 4-1 地球環境保全の推進

　基本施策 4-2 資源循環型社会の形成

基本方針 
　豊かな自然を次世代に継承するため、自然保護意識の啓発を図るとともに、森林や里山、水辺空間の
適正な管理を行い、多様な生態系の維持や水質の保全、水源かん養林や環境保全林の育成など、自然環
境の保護・保全に努めます。
　地球環境への負荷を抑制するため低炭素型社会の形成を目指し、省エネルギーの積極的な推進や太陽
光など新エネルギーの活用を促進します。また、産業活動に伴う環境への影響や日常生活から生じる生
活公害の防止、市民、企業、行政の協働によるより良い地域環境づくりの推進、子どもたちへの環境教
育や市民及び企業等への環境保全意識の啓発を進めるなど、総合的な環境政策を進めます。

施策の展開

施策の展開
主な取り組み

市 市民（地域・市民団体等含む） 企業（事業所、生産者等含む）

①豊かな自然環境の保全 自然観察会などを通じた自然
環境保全意識の啓発

地域による里山の整備、地域の
たからの伝承

社会貢献の一環とした植林など
の環境保全活動の展開

②環境監視体制の強化と公害
の防止

大気、水質、騒音、悪臭等の
環境監視体制の充実・強化

地域における環境パトロールな
どの見守り活動

法令基準の厳守、公害を出さな
い管理体制の定着

③地球温暖化防止対策の推進 省エネルギーの取り組みや新
エネルギーの導入を促進

市民活動団体による地球環境の
周知イベント開催

省エネルギー製品の開発、PR の
積極的実施

主な成果指標
項　 目 現状値（H21.3） 中間目標値（H25） 目標値（H27）

自然環境に満足している市民の割合
（市民意識調査） 77.9％ 82％ 85％

太陽光発電量 181.6 万 kwh 376.6 万 kwh 542.3 万 kwh

基本方針 
　市民・事業者・行政など各主体が連携し、ごみの発生抑制と再使用、資源リサイクルなど 3R の普及
を図り、CO2 削減、循環型社会の形成を目指し廃棄物ゼロのまちづくりを進めます。
施策の展開

施策の展開
主な取り組み

市 市民（地域・市民団体等含む） 企業（事業所、生産者等含む）

①ごみの不適正排出、不法投棄
の防止

ごみの不法投棄の監視や取り
締りの強化

ごみ分別徹底、ごみ収集日の厳
守、適正排出 事業所内で出たごみの分別徹底

②ごみの発生抑制 買い物袋の持参など市民のエ
コライフの普及促進

レジ袋を使わず、エコバック等
の活用 エコバック活用の PR

③リサイクルの推進 資源を再利用するリサイクル
品目の拡大

ごみの分別やリサイクルを心が
け、実行

可能な限りリサイクルできる材
料を使用

主な成果指標
項　 目 現状値（H21.3） 中間目標値（H25） 目標値（H27）

ごみ総排出量 27,645t 23,500t 23,000t
リサイクル率 23.5% 26.7% 27.5%



13

　基本施策 4-3 安全・安心な地域社会の構築

基本方針
　火災や地震、水害などの災害に備え、行政・市民・地域の災害対応能力の向上を図ることを基本とし
ながら、市全体での防災体制を強化し、市民が安心・安全に暮らせる「災害に強いまちづくり」の環境
整備を推進します。また、交通事故の防止や犯罪のないまちづくりに向けて、家庭・地域・職場・学校
での教育・啓発活動を推進し、交通安全や防犯に対する意識の高揚に努めるとともに、青少年の健全育
成や更生保護活動への支援、急増する消費生活問題等に対処するため市民相談体制を充実・強化します。

施策の展開

施策の展開
主な取り組み

市 市民（地域・市民団体等含む） 企業（事業所、生産者等含む）

①総合的な防災対策の推進 自主防災組織に対する研修会
や防災訓練実施を支援 防災訓練などに積極的に参加 災害時の救援物資など、物的支

援や人的支援などの協力

②災害に強いまちづくりの推
進

耐震改修費用の支援など木造
住宅の耐震化促進

地区の危険個所を把握し、行政
に情報提供 建築物の耐震化の取り組み

③消防力の充実 消防団活動の拠点となる消防
屯所の計画的な整備

救急救命の指導を受け、災害時
や事故等の際に協力

従業員の消防団活動への理解・
協力

④交通安全対策の推進 信号機や標識など交通安全施
設の整備

交通安全啓発活動及び啓発事業
への積極的参加

従業員に対し安全運転教育を実
施

⑤防犯対策の推進 市民団体等によるパトロール
等の活動支援

施錠を心がけるなど、防犯体制
を整備 地域の防犯活動への支援、協力

⑥市民相談の充実 専門的な知識・経験を有する
相談員の設置 行政と連携した相談窓口の設置 出前講座など啓発活動への支援、

協力

主な成果指標
項　 目 現状値（H21.3） 中間目標値（H25） 目標値（H27）

自主防災組織における防災訓練等の
実施率 10％（H22.3） 70％ 100％

消防団員の確保率 88.3％ 92.0％ 93.0％
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政策の基本目標 5
 誰もが快適に暮らし続けられるまちづくり

　基本施策 5-1 快適な居住環境の形成

　基本施策 5-2 暮らしを支える上下水道の充実

基本方針 
　自然環境と都市化との調和に配慮し快適な居住環境づくりを目指し、人に優しく、どこでも、だれでも、
自由に、使いやすくというユニバーサルデザインの考え方を踏まえた生活者起点の環境整備に努めると
ともに、既存施設を改修整備することにより長寿命化を図るなど、既存ストックの有効利用を進めます。
　また、北上の緑あふれる自然、歴史と文化に育まれた豊かな景観は、市民共有の財産であり、このか
けがえのない景観を次世代に引き継いでいくため、市民・事業者との協働により良好な景観形成に努め
るとともに、日常生活の中にうるおいや安らぎを感じられるよう、公園緑地の整備と維持管理を行い、
緑豊かなまちづくりを進めます。

施策の展開

施策の展開
主な取り組み

市 市民（地域・市民団体等含む） 企業（事業所、生産者等含む）

①快適な住環境の整備 ゆとりと快適さを実感できる
住環境の整備促進

身近な道路や河川、公園などの
環境整備に参加・協力

店舗、駐車場等のバリアフリー
化

②美しい景観を守り、創り、
育てる

景観条例の普及啓発や景観学
習の実施

地域の良さを知り、美化活動や
地域づくりに協力

広告、看板等への色づかい、デ
ザインの配慮

③緑のまちづくりの推進 憩いやふれあいの場である公
園緑地等の適正な管理

地元の公園の利用、手入れ等へ
の参加・協力

自社敷地内や周辺地域の緑化、
美化への配慮

主な成果指標
項　 目 現状値（H21.3） 中間目標値（H25） 目標値（H27）

きたかみ景観資産の認定数 52 80 100
市民一人当たりの都市公園面積 13.12㎡ 15.20㎡ 15.51㎡

基本方針 
　都市活動や生活を支える重要なライフラインとして「安全・安心・安定」の水道構築を目指します。また、
良好な居住環境の形成や河川の汚濁防止のため、下水道や農業集落排水、合併浄化槽の設置など地域に
適した汚水処理施設の整備に努めます。
施策の展開

施策の展開
主な取り組み

市 市民（地域・市民団体等含む） 企業（事業所、生産者等含む）

①安全・安心な給水の確保 老朽化施設の更新、鉛製給水
管の早期解消

・上水をムダにしない
・川を汚さない

・工業用水を大事に使用
・川を汚さない

②適正な汚水処理の推進 公共下水道区域外などにおけ
る合併処理浄化槽の普及促進

公共下水道や農業集落排水への
接続 汚水排水の適正な処理

主な成果指標
項　 目 現状値（H21.3） 中間目標値（H25） 目標値（H27）

水道法に定められた水質基準の達成率 100％ 100% 100%
汚水処理水洗化率 80.2％ 84.6％ 86.9％
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　基本施策 5-3 道路・情報ネットワークの充実

　基本施策 5-4 みんなで支える公共交通体系の構築

基本方針 
　誰もが使いやすい道路・情報ネットワークづくりを目指し、広域生活圏を結ぶ幹線道路、地域住民の
日常生活に不可欠な生活道路等の道路網の整備に取り組みます。市道の整備では、道路橋梁の改修整備
による有効活用、緊急性や重要度による計画的で効率的な道路網の形成を図るとともに、冬季間の道路
交通機能を確保するため、適切な除排雪に努めます。
　また、情報通信技術の発展に的確に対応するとともに、地域間の情報格差の解消を図るため、民間事
業者と連携・協力して情報通信基盤の整備を促進します。

施策の展開

施策の展開
主な取り組み

市 市民（地域・市民団体等含む） 企業（事業所、生産者等含む）

①道路交通ネットワークの充
実

駅、中核病院等の主要施設を
結ぶ市内幹線道路網の整備 計画づくりへの参加 よりよい道路交通体系の構築に

向けた提言

②道路環境の整備 長寿命化修繕計画による適正
な維持管理

庭木等を道路、歩道に出さない
よう配慮

・時差出勤による渋滞緩和
・クリーン活動の実施

③情報格差の解消 高速通信回線を利用できる環
境づくり

市民団体によるパソコンの使い
方指導 中継局や高速通信回線の整備

④情報通信技術の活用 各種申請、証明書発行など電
子行政サービスの拡充

インターネットを通した情報発
信

地域に密着した地域活動情報や
企業情報を発信

主な成果指標
項　 目 現状値（H21.3） 中間目標値（H25） 目標値（H27）

市道改良率 56.9％ 57.6％ 57.8％
高度情報サービス整備率（ブロード
バンドゼロ地域） 98.6％ 99.9％ 100％

基本方針 
　北上市の地域特性と公共交通の利用状況を踏まえ、生活交通として確保すべき範囲とその方策を検討
し、行政及び交通事業者、地域（市民）それぞれの役割や責任の分担を整理しながら、それぞれの取り
組みと、さまざまな主体による協働により、市全体として支え、育てる公共交通体系の構築を図ります。
施策の展開

施策の展開
主な取り組み

市 市民（地域・市民団体等含む） 企業（事業所、生産者等含む）

①地域の実情に応じた公共交通
体系の構築

地域の実情に応じた公共交通
を支えていく仕組みづくり

マイカー利用を控え、公共交通
を利用

市民が利用しやすいように時間
帯や運行回数に配慮

②公共交通の利用促進 公共交通マップの作成等によ
る公共交通の利用促進

マイカー利用を控え、公共交通
を利用 バスやバス停への広告掲載

主な成果指標
項　 目 現状値（H21.3） 中間目標値（H25） 目標値（H27）

公共交通が利用しやすいと思う市民の割合
（市民意識調査） 43.2％ 55％ 70％

公共交通利用者数（バス） 2,665 人 2,798 人 2,931 人
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　基本施策 5-5 総合的・計画的な土地利用

基本方針 
　市民生活の安全性、利便性、快適性の確保と地域の持続的な発展を図るため、自然・社会・経済・文
化的条件など地域の特性を活かし、自然環境と都市のバランスがとれた総合的かつ計画的な土地利利用
を推進します。
施策の展開

施策の展開
主な取り組み

市 市民（地域・市民団体等含む） 企業（事業所、生産者等含む）

資質向上を目指した土地利用の
推進

・既存都市施設の適切な管理
・低（未）利用地の有効活用

持続可能なまちづくりについて
考える

持続可能なまちづくりについて
考える

主な成果指標
項　 目 現状値（H21.3） 中間目標値（H25） 目標値（H27）

北上市に住み続けたいと思う人の割合
（市民意識調査） 87.2％ 88.5％ 90％

農業振興地域の面積
（農用地区域／農振白地区域） 8,301ha ／ 14,603ha 8,300ha ／ 14,600ha 8,300ha ／ 14,600ha
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政策の基本目標 6
 市民が主役となり企業や行政と協働するまちづくり

　基本施策 6-1 市民主体によるまちづくりの推進

　基本施策 6-2 魅力ある地域づくりの推進

基本方針 
　市民、企業、行政がそれぞれの役割を果たしながら、相互に連携してまちづくりに取り組むことがで
きる仕組みづくりを進め、「自分たちのまちは自分たちが創る」という自治の確立を図るとともに、市
民一人ひとりが、男女の性別にかかわりなく個人として尊重され、社会のあらゆる分野において共に参
画し、責任を担う社会の形成に努めます。
施策の展開

施策の展開
主な取り組み

市 市民（地域・市民団体等含む） 企業（事業所、生産者等含む）

①市民の参画と協働によるま
ちづくりの推進

住民自治の取り組みを進める
自治基本条例の制定

より良いまちにという想いを持
ち、まちづくりに参加

地域と連携協力しながら、地域
貢献活動を主体的に展開

②男女共同参画社会の実現 男女が互いを尊重し、共に支
えあう意識の醸成

男女が共に責任を担うことにつ
いて理解を深める

労働条件における男女格差の解
消

③まちづくりをリードする人
材の育成

ボランティアや NPO の育成・
活動支援

地域づくりに関する講座等への
積極的な参加と実践

人材等を活かし、地域や市民活
動に参加、協力

主な成果指標
項　 目 現状値（H21.3） 中間目標値（H25） 目標値（H27）

市民と行政の協働体制づくりに対す
る市民満足度

（6 段階評価／定点観測継続）
3.655 増加 増加

審議会等における女性委員の比率 25.6％ 35% 40%

基本方針 
　市内 16 地区の自治組織が、地域の人材や資源を活かしながら行う、課題解決や地域活性化に向けた
取り組みを支援し、高い実践力を持つ自立した地域づくりを進めます。また、多様な地域資源を市民が
お互いに活用し、市域内外の交流を促進するため、各地域の連携を強化し、全体としての魅力の向上を
図ります。
施策の展開

施策の展開
主な取り組み

市 市民（地域・市民団体等含む） 企業（事業所、生産者等含む）

①地域の自主的な活動の推進 地域づくり活動に対する情報
提供や相談体制の充実

地域の良さを知り、誇りと愛着
を持つ

人材等を活かし、地域や市民活
動に参加、協力

②地域が連携し共生するまち
づくりの推進

地域での多種多様なイベント
等事業開催の支援

イベント開催等を通じて、多様
な地域資源を広く情報発信

グリーンツーリズムなど、農山
村に親しむ場づくり

主な成果指標
項　 目 現状値（H21.3） 中間目標値（H25） 目標値（H27）

市内 16 自治組織が行うきらめく地域づく
り交付金事業の延べ活動者数 5,471 人 6,000 人 6,500 人

交流センター年間利用者数 263,908 人 264,000 人 264,000 人
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　基本施策 6-3 市民・企業と行政の協働体制の構築

　基本施策 6-4 信頼ある開かれた行政の推進

基本方針 
　市民、市民団体、地域コミュニティ、企業、行政それぞれがまちづくりの主体であり、連携して取り
組むことがまちづくりには効果的です。そのための手法が協働であり、お互いの特色を生かし、パート
ナーシップに基づき取り組むことにより相乗効果をあげることができます。この協働手法によるまちづ
くりを進めるための普及啓発や協働で事業を実施していくうえでのさまざまな支援など、協働の仕組み
を構築していきます。
施策の展開

施策の展開
主な取り組み

市 市民（地域・市民団体等含む） 企業（事業所、生産者等含む）

協働の定着と拡充 講座やフォーラムを開催し、
協働のメリットなどを啓発

市民活動団体等による「まちづ
くり」に関する講座等の実施

・地域コミュニティとの連携
・地域貢献活動の展開

主な成果指標
項　 目 現状値（H21.3） 中間目標値（H25） 目標値（H27）

地域貢献活動企業褒賞への情報提供
事業数 295 件 300 件 300 件

市民活動情報センターが仲介した協
同事業マッチング件数 13 件 15 件 15 件

基本方針
　市政の現状や課題を市民と共有するため、情報公開の推進と多様な広報手段を活用して分かりやすい
積極的な情報提供に努めます。また、様々な広聴活動や意見交換により市民の意向を把握し、施策に反
映させるよう努めます。
施策の展開

施策の展開
主な取り組み

市 市民（地域・市民団体等含む） 企業（事業所、生産者等含む）

①情報公開の推進 広報紙やホームページなどの
充実、報道機関との連携強化

広報や議会だより、ホームペー
ジの情報に関心を持つ

市のホームページや広報紙への
広告活用などの支援

②広聴活動の充実 地域との協力による満足度の
高い市政座談会の運営

市民ワークショップなどへの積
極的な参加

企業訪問等の機会を通じ、まち
づくりについて提案

③行政評価の推進による情報
共有

行政評価の実地と評価結果の
公表

情報公開の内容や行政評価の結
果を市民目線でチェック

情報公開の内容や行政評価の結
果を経営目線でチェック

主な成果指標
項　 目 現状値（H21.3） 中間目標値（H25） 目標値（H27）

事後評価結果反映率（全事務事業中「見直
し項目あり」とした件数） 74％ 77％ 80％

評価結果公表ホームページ閲覧件数 629 件 700 件 800 件
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　基本施策 6-5 効率的な行政運営と強固な財政基盤の構築

　基本施策 6-6 広域行政の推進

基本方針 
　限りある経営資源を有効に活用して、効果・効率的な行政運営に取り組むため、施策を部局横断的に
調整し、戦略的な施策形成を図るミッション管理に基づき、選択と集中により重点的に施策を推進し、
解決すべき政策の実行を図ります。また、将来にわたって持続可能な行財政運営のしくみを構築するた
め、市税をはじめ自主財源の確保を図るとともに、保有資産の将来費用や起債残高の適正水準を検討し、
中長期の財政計画に反映させるなど、将来にわたって健全な財政運営を目指します。
　さらに、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の趣旨を踏まえ、一般会計だけではなく特別
会計、公営企業会計、地方公社等を含む連結ベースで財政の健全性が保たれる財政運営を行います。
施策の展開

施策の展開
主な取り組み

市 市民（地域・市民団体等含む） 企業（事業所、生産者等含む）

①効果的かつ効率的な行政経
営の推進

横断的な業務調整を行える簡
素で機能的な行政組織の構築

市の予算の使われ方に関心を持
ち、市民の視点で確認

業務改善事例等の情報提供や職
員研修等への協力

②財政健全化の推進 アセットマネジメントなどに
よる適正な資産管理

公共施設の効果的・効率的運営
に参加・協力

公共施設の効果的・効率的運営
に参加・協力

③公営企業の効果的運営の推
進

下水道使用料の収納率及び下
水道の接続率の向上

公共下水道等区域における接続
への協力

企業と公営企業による積極的な
共同事業の実施

④安定した財政基盤の確立 収納率の向上に努め、安定し
た財政基盤を確立

納税意識を持つとともに、受益
と負担について考える

企業の視点で増益につながる提
案

主な成果指標
項　 目 現状値（H21.3） 中間目標値（H25） 目標値（H27）

行政サービスの改善に対する市民満
足度（6 段階評価／帝展観測継続） 3.475 増加 増加

将来負担比率 206.2％ 180％ 160％

基本方針 
　市町村合併による近隣自治体の変化や定住自立圏構想における北上市の位置付けなどを踏まえ、広域
的な行政課題の解決に向け、拠点都市としての役割を十分に見定めながら、広域行政の今後の組織や事
業のあり方、進め方等について、近隣自治体と調整を進め、効率的な行政運営を図ります。
　また、産業振興や市民生活での結びつきの強い近隣市町と連携し、既存ストックや地域資源の共同活
用など相互補完による都市機能の増進を図るとともに、市民に最も身近な基礎自治体として、自立した
持続可能な地域社会の確立を目指すため、国や県に対し、自らの判断により、さらなる分権と財源移譲
の促進を働きかけます。
施策の展開

施策の展開
主な取り組み

市 市民（地域・市民団体等含む） 企業（事業所、生産者等含む）

広域行政の推進
広域的な課題について、一部
事務組合を構成する近隣市町
と連携

勤務地の情報を北上市に還元 広域的情報など、様々な提案を
市に提供

主な成果指標
項　 目 現状値（H21.3） 中間目標値（H25） 目標値（H27）

近隣自治体と連携した効果的かつ効率的行
政運営（都市機能等）

一部事務組合等による広域
行政の取り組み

各種協議会等を通じた地域
連携の在り方の検証 新たな仕組みの構築
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■ 地域計画
１ 地域計画の趣旨
　平成 13 年３月策定の北上市総合計画（前計画）に合わせ、はじめて策定された地域計画は、地方分権
時代のまちづくりに不可欠な地域の発想を重視した施策展開に大きく貢献し、地域自治の意識醸成にも
つながりました。
　これからの北上市の発展には、市全体としてのまちづくりと各地区の地域づくりが一体的に進められ
る必要があり、より良い地域づくりのためには、そこに住み、地域の実情をよく知っている地域の方々が、
地域の将来像について自ら考え、地域の資源、人材を活かして実現に向け行動していくことが大切であ
ることから、新たな総合計画においても地域の方々に地域計画を策定いただきました。
２ 計画の内容等

(1) 計画期間
　総合計画の構成に合わせて、「地域の将来像」は、平成 32 年度末（10 年後）をイメージして設定し
ており、「地域づくりのプラン」は、前期分として平成 23 年度から 27 年度までの５年間となります。
(2) 内容
　計画の記載事項は、地域の将来像のほか、地域の現状・課題、地域づくりのプラン（地域の将来像
の実現に向けた方向性や主要事業）となっています。これらの内容や表現方法は、地域の特色や自主
性を尊重する計画であることから、自由な発想を取り入れており、地域の想いが込められています。
　また、個別の具体的な事業計画については、地域主体分と市等主体分とに分けて別にとりまとめて
おり、市が関わる事業については、総合計画の実施計画に反映させています。

３ 地域計画の地域区分等
(1) 地域区分
　これまでの地域活動におけるつながりを活かすことから、昭和の大合併前の旧町村の区域や小学校
区を基にした 16 地区に設定しています。
　なお、この地域区分は、市内に 16 館設置している交流センターの対象区域となっています。
■地域区分と各地区の概況

地区名 人口 世帯数 面積（k㎡） 地区名 人口 世帯数 面積（k㎡）

黒沢尻北 10,960 4,352
10

口　　内 1,703 508 31
黒沢尻東 11,753 5,140 稲　　瀬 854 249 15
黒沢尻西 8,440 3,920 相　　去 8,247 3,017 19
立　　花 2,113 712 4 鬼　　柳 5,356 1,812 10
飯　　豊 12,699 4,471 23 江 釣 子 11,809 4,119 18
二　　子 3,451 1,085 10 和　　賀 4,830 1,524 168
更　　木 1,256 372 12 岩　　崎 3,092 810 81
黒　　岩 1,020 318 10 藤　　根 5,555 1,659 25

合　　計 93,138 34,068 438
①人口及び世帯数は、国勢調査 (H22.10.1 現在 ) による。
　なお、調査区が行政区と一致しないことから、地区単位の数値は概数である。
②面積は、北上市統計書 (H22 年版 ) による。なお、一部土地台帳面積等による。

 (2) 計画策定の方法
　計画の策定は、地域ごとに、多様なメンバーで構成する計画策定委員会の設置や地区内アンケート
等を行いながら検討作業を進め、そこで得られた計画素案をもとに、地域と市との協議を重ねながら
とりまとめました。
　また、地域の策定作業には、市と相互友好協力協定を締結している岩手大学や地域づくり支援ＮＰ
Ｏ法人の協力をいただきました。
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黒沢尻北地区（黒沢尻北地区自治振興協議会）

1 地域の将来像
「自分達の街は自分達で守る、住みよい安全安
心で潤いのある環境の街を目指す」

（1）生活環境の良いまち
（2）高齢者の生活しやすいまち
（3）防犯防災のまち
（4）芸能芸術がある潤いのあるまち
2 地域づくりのプラン
（1）生活環境の良いまちの実現に向けて

○東北本線の陸橋設置に係る要望活動
○老朽横断歩道橋の撤去
○空家の処置検討事業
○年間通じた公園広場清掃 ほか

（2）高齢者の生活しやすいまち実現に向けて
○旧タイプ既存街灯を明るく改善 ほか

（3）防犯防災のまちの実現に向けて
○常盤台交番との連携構築
○防災装備の整備 ほか

（4）地域芸能芸術がある潤いのあるまち実現に
向けて
○黒沢尻北鬼剣舞の育成伝承 ほか

黒沢尻西地区（黒沢尻西地区自治協議会）

1 地域の将来像
「人情と活気にあふれ、誰にもやさしく、快適
に暮らし住みよいまちづくり」
　公共施設に恵まれ、「歩いて用を足せるまち」
という地の利に立脚し、地域振興を目指すととも
に、住民の助け合いによって、子育てと高齢者に
やさしいふれあいのまちづくりと多彩で質の高い
芸術文化・スポーツ活動を推進し、心の豊かさと
快適さを実感できるまちづくりを目指します。

2 地域づくりのプラン
（1）都市活動の拠点地区として

○花いっぱい運動と環境美化運動推進 ほか
（2）生きる力を育み文化が躍動するまちづくり

○生涯学習機会の充実
○詩歌の森公園文化村祭りの推進 ほか

（3）子育てと医療・福祉の充実した明るく健や
かなまちづくり
○子育て支援施設の要望 ほか

（4）環境や地域の特性に応じた賑わいを創出し
たまちづくり
○魅力ある店舗、専門店の集積、中心市街
地の活性化（鬼のへそ祭り等）ほか

（5）きれいな自然と心を守り育てるまちづくり
○ごみに対するマナーの向上 ほか

黒沢尻東地区（黒沢尻東地区自治協議会）

1 地域の将来像
「歴史・文化を継承し、住みよい街づくりを目指
す北上の玄関口」
　北上川舟運で栄えた黒沢尻河港を背景に、神社・
仏閣や民話・伝統芸能等の歴史・文化を継承し引
き続き発展させていきます。
　また、黒沢尻東地区は北上の玄関口でもあるこ
とから、観光客受け入れにふさわしい街づくりと
賑わいのある安全で住みよい街づくり、そして今
の子供達が 10 年後もここに住んでいて良かった
と思える街づくりを目指そうとするものです。
2 地域づくりのプラン
（1）北上駅の改良及び周辺環境・周辺市街地の活

性化整備・充実
○北上駅新駅ビルの建設等に向けた調査 ほか

（2）快適で住みよい社会・生活環境の整備
○狭隘道路の解消（諏訪町等）に向けた調査 ほか

（3）生きがいと喜びが感じられる地区民の育成
○集合住宅との交流 ほか

（4）歴史・文化遺産の検証とそれらの保存・継承
○郷土芸能の掘り起こしと展示 ほか

（5）防災・防犯活動の推進・支援
○情報連絡網の整備 ほか

立花地区（立花自治振興協議会）

1 地域の将来像
「水と緑豊かな自然と共生する心のふるさと立花」
　北上川と和賀川が合流し、奥羽の山脈を望む景勝の
地、展勝地（陣が丘）を中心に、豊かな水と緑に恵ま
れた自然を活用し、地域文化を育んできました。
　この恵まれた環境がこれまで育んできた歴史や文
化等、未来をになう子どもたちに継承することで、郷
土愛を育む地域を創っていきます。
また、この豊かな地域の資源をより多くの人々に伝え
ることにより、立花はもとより北上市全体の「心のふ
るさと」として、地域づくりを推進していきます。

2 地域づくりのプラン
（1）観光と農の共生による産業の活性化と雇用創出

○遊学の森づくり（里山の環境整備）
○展勝地を守り育てる（周辺の環境整備）
○地場産品の育成（立花青空市等の開設）
○休耕地の有効活用（展勝地市民農園の開設）ほか

（2）心豊かに安心して暮らせるまちづくり
○立花支援ネット・人材バンクづくり
○通学路を中心とした地域内道路網整備

の促進 ほか
（3）地域の歴史・民俗芸能の再発見による豊か

な文化の創造
○コミュニティの醸成（ふるさとの祭り）
○多目的施設の充実（東部四地区共通課

題）ほか
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飯豊地区（飯豊地区振興協議会）

1 地域の将来像
【潤いと活力と夢のある北の大地いいとよ】
『人・自然・文化・経済とが調和し、連帯感の
ある明るく豊かなまち』

（1）「人と人を結ぶ産業のまち いいとよ」
（2）「世代を超えみんなで築く安心・安全のまちいいとよ」
（3）「地域 あい♥ IITOYO」
（4）「ふれあいで築く健康・福祉のまち いいとよ」
（5）「笑顔、夢、希望があふれる いいとよ」
2 地域づくりのプラン
（1）産業経済の振興

○営農組合組織の設立、農業後継者の育成
○産業まつり、飯豊サミットの開催 ほか

（2）安心安全の推進
○防災マップの作成・リニュアル
○通学路の安心安全（パトロールの強化）ほか

（3）生活環境の整備
○飯豊森周辺の自然保全
○身近な生活道路の整備 ほか

（4）保健福祉の充実
○ふれあい健康塾の開設
○軽スポーツ大会の開催 ほか

（5）教育文化の推奨
○文化・歴史・自然等マップの作成
○地域人材バンクの設置 ほか

更木地区 ( 更木町振興協議会 )

1 地域の将来像
「誇れる自然、歴史、農業、教育～
地域のみんなで守り育てる更木の宝」
更木は川・平地・森と自然環境に恵まれた地勢
にあり、歴史を感じさせる史跡・遺跡も多くあ
ります。農業基盤が整い、幼稚園・小学校を中
心に人を育てる環境に強くこだわってきまし
た。これら先人から受け継がれた更木の宝を、
この先も更木のみんなで積極的に守り育ててい
く姿が、10 年先を見据えた将来像です。

2 地域づくりのプラン
（1）学び支えあう地域づくり

○幼稚園存続対策活動継続、縁組の仲介
○分散型住宅・宅地提供事業
○イーハトーブ自然環境楽校事業 ほか

（2）人と自然にやさしい地域づくり
○農事有線放送の様な情報伝達基盤を導入
○八天遺跡公園内に避難場所を確保 ほか

（3）地域おこし
○集落営農の促進による農地の有効利用
○ 6 次産業展開事業
○コミュニティバスを週 3 便へ増便 ほか

二子地区（二子町振興協議会）

1 地域の将来像
　先人より受け継いだ貴重な遺産と志を受け継ぎ、
紡むぎ育くみながら夢の花咲く心豊かな二子をめざ
します

「川と飛勢の風情に抱かれた こころ豊かな郷」
2 地域づくりのプラン
（1）肥沃な大地を生かした魅力ある産業

○特産野菜を通年販売できる直売所、レストラン
の運営 ほか

（2）地域の歴史を学び、伝統芸能に親しむ
○和賀氏居城跡（飛勢城趾）五輪壇遺跡、二子一

里塚等の歴史遺産を保存整備 ほか
（3）笑顔に出会う快適な生活環境

○通学路及び生活道路に未舗装道路及び通行上、
危険個所の整備 ほか

（4）光彩綾なす自然環境の保全と整備
○地域の人材活用を図り、地域に生息する動植

物、農林生態系の研究・観察、保全 ほか
（5）安全・安心、災害や犯罪のない暮らし

○災害時に混乱なく的確迅速に対応できる、避難
誘導情報施設（伝達放送、広報）の運用整備 
ほか

（6）お互いに支えあいこころ豊かな福祉
○福祉介護支援センター（仮称）を設置 ほか

（7）未来への息吹あふれる教育・交流
○地域の資源（歴史、文化、風土、産業、先人等）

の資料を収集 ほか

黒岩地区 ( 黒岩自治振興会 )

1 地域の将来像
「緑と歴史を育む交流の里くろいわ」
● 4 つの重点目標
≪いのちと活力≫
☆地域の活力と交流を生み出す農林業の振興
≪思いやりとやすらぎ≫
☆笑顔が広がる健康と福祉の里づくり
≪ゆとりと融和≫
☆自然と調和した心地よい生活環境づくり
≪誇りと生きがい≫
☆歴史と文化の香り高い交流の里づくり

2 地域づくりのプラン
 （1）いのちと活力

○耕作放棄地の調査と活用計画の立案
○黒岩まんなか広場に産地直売所を開設

し黒岩ブランド食品開発を図る ほか
（2）思いやりとやすらぎ

○健康づくり推進協議会への支援強化で健
康診断や諸検診の受診率の向上を図る

○北上川河畔親水公園の整備 ほか
（3）ゆとりと融和

○里山の保全や花いっぱい運動等で農村
景観づくりの推進

○中央橋付近へ住宅団地の造成 ほか
（4）誇りと生きがい

○黒岩小学校の複式解消と地域の遺産・人材
等の登録で学校教育への活用を図る ほか
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口内地区（口内町自治協議会）

1 地域の将来像
「町民一家族 ホットなくちない」
（1）地域の良き風習・文化・伝統を継承し民俗

芸能の伝承に努め潤いのある町づくりを進
めます。

（2）食味の良い米、美味しいリンゴの産地とし
て誇りを持ち、安心・安全な農産物や特産
品づくりに家族が健康で働き活き生きとし
た元気で活気のある町づくりを展開します。

（3）豊かな自然を活かし環境に配慮した活動に
取り組み、笑顔あふれ交流盛んなだれもが
住みたい町づくりを目指します。

2 地域づくりのプラン
（1）住みよい環境のまちづくり

○空き家、空き地の活用を図り、新婚者や
都会からの田舎生活を希望する人に提供

○下水道整備として合併浄化槽の普及と推
進 ほか

（2）自然と人材を活用したまちづくり
○山菜やきのこの里山づくり、ホタルの里

を維持した活動、ため池の活用等
○切り絵、ちぎり絵、鬼剣舞、昔遊びの伝

承 ほか
（3）産業振興と元気な活動によるまちづくり

○体験宿泊施設、農産物加工施設等の建設
○縁結び大作戦を展開 ほか

相去地区（相去地区自治協議会）

1 地域の将来像
「人が集い躍動する自然豊かな境塚のまち相去」
総合運動公園には、多くの人が集い、新堤には
冬の訪れを告げる白鳥が飛来し、スポーツや緑
豊かな自然に触れ生き生きしています。
南部工業団地が市内屈指の産業拠点として、人
や物が行き交い、まち全体が躍動しています。
国指定史跡「境塚」などの歴史遺産を大切にし、
文化を育む豊かな生活があります。

2 地域づくりのプラン
（1）住みよいまちづくり

○あいさつ運動の推進 ほか
（2）保健福祉のまちづくり

○子育て支援、高齢者公園の設置 ほか
（3）安全・安心なまちづくり

○自主防災組織の活性化推進 ほか
（4）生活基盤の整備

○道路・下水道整備、仮称相去駅設置促進 
ほか

（5）潤いのある景観づくり
○大清水水源保安林の環境整備 ほか

（6）郷土に学ぶ
○藩境史跡関連の整備、奥州街道関連遺跡

の整備 ほか
（7）地域産業の振興

○産地直売と特産品加工施設の設置 ほか

稲瀬地区 ( 稲瀬町自治協議会 )

1 地域の将来像
“ 笑顔と活力に満ちたやすらぎの郷 ” 北上いなせ
(1) 笑顔は心の扉、いなせを明るくします。
(2) 自然に親しみ生涯現役でいなせに活力を
(3) 歴史遺産や２つの観音様に得られる心のやすらぎ
(4) 江刺稲瀬と違う北上いなせを強調
(5) やすらぎの郷からイメージされる “ 住みたい

町、行って見たい町 ” を目指します。
2 地域づくりのプラン
(1) 地域環境整備

○下門岡多目的広場にナタネ・ヒマワリ・
コスモスを植栽 ほか

(2) 子ども対策
○くにみ保育園に相談窓口設置 ほか

(3) 歴史遺産保全
○遺跡探索ウォーキングロード整備事業 ほか

(4) 高齢者福祉
○お年寄りが気軽に集え、ものづくりでき

るサロン的な場所の登録と利用
(5) 稲瀬活性化対策

○転作大豆で加工品試作（豆しとぎなど） ほか
(6) 自然景観保全

○さくらロード復活整備事業（県道沿い） ほか
(7) 人口減少対策

○各地区年１世帯増を目指す「いち・ろく
運動」

鬼柳地区（鬼柳町自治振興協議会）

1 地域の将来像
「歴史をたずね 新田園都市創造をめざして
おにやなぎ」
～先人から伝えられてきた鬼柳の歴史を大切
に守りながら、従来の田園と住みよい住環境
の調和を保ち、お互いに支え合い、融和な発
展的まちづくりを目指します～

2 地域づくりのプラン
（1）生活基盤としての道路整備と安全対策に係

る要望活動
○県道南側の東西線（国道以西）ほか 18

路線の改良舗装等の早期実現 ほか
（2）下水道処理、用水、排水対策に係る要望活動

○公共下水道の整備促進 ほか
（3）農業及び商工業等、産業振興対策

○中核農家及び農業後継者の育成支援 ほか
（4）地域の資源を生かした景観保全、史跡公園

等の整備
○丘陵地帯、和賀川周辺緑地の積極的保全 ほか

（5）地域教育・スポーツ振興策
○郷土の屋号、地名、方言等の調査・保存事業
○ウォーキングコースの整備 ほか

（6）命と財産を守る防犯・防災・交通安全対策
○湛水防除設備の早期完成
○各区に災害発生時の避難所増設 ほか

（7）町民運動による健康・福祉のまちづくり
○特定検診受診率向上に向けた町民運動 

ほか
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江釣子地区（江釣子地区自治振興協議会）

1 地域の将来像
～カムイの住む里・ヘチリコホ～

「人と泉と緑 心ふれ合う 元気なまち 江釣子」
人と自然の調和を希求し、人の和と結いの心を
重んじ、自分たちのまちは自分たちの手で創り
育てていくという情熱を持ち、先人から受け継
いだ文化、伝統を守り育て、地場産業を盛んに
し、江釣子をさらに発展させます。また、子ど
もから高齢者まで、自然や文化のいぶきを感じ
とれ、元気に輝いてくらせるまちをめざします。

2 地域づくりのプラン
（1）花のある住みよいまち

○地域間の幹線道路の整備
○和賀川桜並木の保全整備
○「古墳の里」「清水の里」の保全と整備 

ほか
（2）支え合いやすらぎのあるまち

○諸事業への青年・女性の参加促進
○地区民大運動会の改善
○各区の伝統芸能の継承発展 ほか

（3）創造し活力あるまち
○古墳まつりの見直しと改善
○地域の産物・お土産品の開発と販売促進

運動の展開
○古墳の里、清水の里観光ボランティアガ

イドの養成 ほか

岩崎地区（岩崎地区自治振興協議会）

1 地域の将来像
大地の恵み 歴史と文化の薫るいきいき「いわさき」

（1）奥羽山脈の裾野、和賀川と夏油川の清流に挟
まれ夏油高原温泉郷とスキー場など自然豊か
な「いわさき」

（2）和賀氏以前からの豊かな歴史資産、伝統の鬼
剣舞と和賀大乗神楽・ひなこ剣舞のふるさと

「いわさき」
（3）地域のお宝を活かし、子供から老人までいつ

も笑顔が絶えない元気な「いわさき」
2 地域づくりのプラン
（1）地域の強い絆づくりの実現に向けて

○既存事業を見直しレベルアップ ほか
（2）歴史と文化の継承の実現に向けて

○郷土芸能発表の場づくりほか後援会支援 ほか
（3）地域特産物の創生の実現に向けて

○「鬼の館」付近で産直、地域特産物の販売 ほか
（4）観光資源を生かす取組みの実現に向けて

○地域の名所やお宝マップづくり ほか
（5）生活環境の整備の実現に向けて

○道路・水路などの危険個所・不便箇所の
監視及び改善提言

（6）地域公共施設の有効活用の実現に向けて
○遊休公共施設の活用、既存集会施設等の

整備
（7）自然環境保護の推進の実現に向けて

○和賀川や夏油川など水辺環境の整備 ほか

和賀地区（和賀地区自治協議会）

1 地域の将来像
「でっかい自然 あっつい人情 おっきい夢」

～清流と緑あふれる和のまち わが～
和賀地区は、清流と緑に囲まれた自然あふれる地域です。
また人情厚く、人との和を大切にしています。和賀の「でっ
かい自然」と「あっつい人情」を大切にし、将来を担う子
ども達とともに「おっきい夢」を描ける地域をめざします。

2 地域づくりのプラン
（1）自然と調和した環境整備に取組み、心やすらぐ

景観づくりを行います。
○和賀川とその支流の環境整備 ほか

（2）みんなで協力して、美しいまちづくりを進めます。
○環境保全の啓蒙とクリーン活動 ほか

（3）地域の宝である「文化遺産」や「自然」を守り、
観光資源として活用します。
○水芭蕉、山野草群生地整備、中尊寺ハスの増殖 ほか

（4）伝統や文化を学び育て、ふる里の心を後世へ継
承します。
○自治公民館の改築、世代間交流事業 ほか

（5）地区間の連携により、地域を支える人材の育成
と体制の整備を行います
○和賀地区シルバー人材センターの設立 ほか

（6）末永く地域の活力を維持するために、定住の促
進を図ります。
○若者の定住促進方策の検討 ほか

（7）市との協働により、くらしやすいまちづくりを
進めます。
○笠松小学校の新築に対する要望 ほか

藤根地区（藤根自治振興会）

1 地域の将来像
「緑ゆたか 心ゆたか 暮らしゆたかな郷」

～ 愛・農・ふじね ～
（1）緑ゆたかな郷

豊富な自然が人々に憩いの空間・安らぎ
の場を与えてくれます。

（2）心ゆたかな郷
この地の歴史や文化を知ることで郷土愛
を育んでいきます。

（3）暮らしゆたかな郷
住みやすい生活環境の整備を目指すこと
で住み続けたくなる郷となります。

2 地域づくりのプラン
（1）緑ゆたかな郷づくり

○ザゼンソウ群生地の保護管理とざぜん草
まつり開催

○ブルーベリー、ハーブの栽培 ほか
（2）心ゆたかな郷づくり

○平和記念展示館、後藤野飛行場跡等を活
用しての「平和祈念のつどい」開催

○郷土芸能の伝承 ほか
（3）暮らしゆたかな郷づくり

○通学路等への歩道設置要望
○障がい者を理解する学習の場とふれあい

の機会を設ける
○「市」の開設と定期的な開催 ほか
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みんなで描こう未来の北上市
平成 21 年度「みんなで描こう未来の北上市」絵画募集にご応募いただき、入賞した作品を紹介します。

入　　　選

佳　　　作

「エコな北上」
黒沢尻北小学校　４年　赤

あかさか

坂　日
ひ よ り

和さん

「北上・キッズランド」
南小学校　４年　及

おいかわ

川　実
み ゆ

結さん

「桜がいっぱい 未来の北上市」
和賀西小学校　６年　菊

き く ち

池　晴
は る き

貴さん

「べんりで楽しい町」
江釣子小学校　３年　大

おおしま

島　夏
な つ み

海さん

「しょうがい者にやさしい町」
黒沢尻西小学校　６年　戸

へ ら い

来　真
ま な

那さん

「いつでもわらっていられるところ」
南小学校　３年　今

こ ん の

野　瑠
る か

香さん

「ハッピーストリートのある北上市」
和賀西小学校　５年　山

やまむら

村　雛
ひ な こ

子さん

「幸せいっぱい 未来の北上市」
和賀西小学校　６年　澤

さわぐち

口　紫
し の

乃さん

「美しい自然と北上タワーのカラフルの町」
南小学校　５年　菊

き く ち

池　宇
う み

海さん

「鬼が見守る北上市」
和賀西小学校　６年　及

おいかわ

川　千
ち ひ ろ

尋さん

「自然がたくさん北上市」
いわさき小学校　４年　斉

さいとう

藤　涼
りょうが

雅さん

「笑顔あふれる北上市」
和賀西小学校　６年　髙

たかはし

橋　里
り か

佳さん

※学校名、学年は作品応募時のものです



総合計画に関するお問い合わせ

北上市企画部政策企画課

〒 024-8501　岩手県北上市芳町 1 番 1 号
℡　0197 － 64 － 2111（代表）

E メール　kikaku@city.kitakami.iwate.jp
ホームページ　http://www.city.kitakami.iwate.jp/

北上市総合計画　2011 ～ 2020
（概要版）

 


